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「愛顔
え が お

」つなぐえひめ国体 広島県代表が躍動！！ 

 

国体 5連覇を達成した CCWRSの選手たち 

悲願の国体 5 連覇！ 
広島県成年女子チームとして国体に出場する CCWRSは国体５連覇を目指し、今大会に挑んだ。準々 

決勝、準決勝と同点の末、シュートアウトまでもつれる接戦を 2度勝ち抜いた王者・広島県は 10月 4日（水）、奈

良県との決勝戦を迎えた。前半 6分、中盤でボールを奪われた広島県は奈良県にペナルティーコーナー（PC）を与

え、早くもピンチを迎える。１度は GK船田選手がセーブするもクリアボールを押し込まれ、先制点を奪われた。

序盤から追う形となった広島県だが、その後 PCを奪い得点チャンスを獲得。加藤彰子選手からのパスを錦織えみ

選手がしっかりとヒットシュートで合わせ、試合を振り出しに戻した。そのまま前半を 1-1で折り返し、勝負は後

半戦へ。 

後半開始早々に奈良県に勝ち越し、ゴールを許した広島

県。再び苦しい試合展開となる。しかし選手たちは諦めるこ

となく果敢に相手ゴールへと攻めていく。15分、パスをテン

ポよく繋ぎゴール前へ攻め込んだ広島県はキーパーが弾い

たボールを辻井紫歩選手が押し込み、再び同点とする。リズ

ムに乗った広島県は積極的に攻め込むものの、奈良県の粘り

強い守備をなかなか崩すことができない。その後両者１歩も

譲らず試合は 2－2の同点で終了。 

 熱戦を繰り広げた広島県、奈良県は国体の規定により両者

優勝という結果となった。これにより広島県は 5連覇を達成。

また今シーズン念願の１冠目を獲得した。 

コカ・コーラウエスト レッドスパークス 
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国体 3 位入賞！守護神・板野は日本代表へ！ 

10月 5日（木）～9日（月・祝）の 4日間、愛媛国体にメイプルレッズは広

島県の代表として参加した。  

1回戦から順当に勝ち上がり、迎えた準決勝。相手は同じ日本ハンドボール

リーグで活躍している、オムロン。どちらも負けられないという気持ちが前面

に出た試合となったが惜しくも 20対 24と惜敗した。  

しかし 3位決定戦では鹿児島に勝利し、3位という素晴らしい結果で大会を

終えた。  

さらに、11 月 5 日（日）に行われた北國銀行とのリーグ戦では 28 対 25 で

2013 年 10 月ぶりに北國に勝利し、北國銀行の第 38 回大会から続いていた連

勝を 59でストップさせた。GKの板野陽選手の好セーブも勝利へと後押した。  

そして、12月 1日（金）～17日（日）にドイツで開催される世界選手権に

参加のため、板野選手が日本代表合宿へ、李美京選手が韓国代表合宿に参加す

ることが決まった。李選手は得点王ランキング 1位を独走中。お互い敵同士で

はあるが、全力を出し切って活躍を期待したい。  

 

 

 

日本代表に選出された板野選手 

9月 28日（木）、広島市内のホテルにて「ＪＴサンダーズ

激励会」が開催された。  

昨年の成績を報告するとともに、国体を含めた“4冠”達

成への誓いが述べられた。  

チームを率いるヴェセリン・ヴコヴィッチ監督は「今シー

ズンのチームはタイトルを獲得できる実力を持っていると

思います。自分たちの力を信じて突き進んでいきたいと思い

ます」とコメント。また、深津旭弘主将からは「チーム一丸

となり、覚悟をもって全員で挑戦していきたいと思います」

とのコメントで、来たるシーズンでの奮闘を誓った。 

10月 21日（土）から開幕した 2017/18V・プレミアリーグ。

V・レギュラーラウンド第 1Legが行われ、結果は４勝３敗で

勝ち越している。現在の順位は 8チーム中の 4位であるが、

V・レギュラーラウンド第 2Legではホームゲームが 3試合あ

るため、地元広島の応援を受けての巻き返しが期待される。 

激励会開催！4 冠へ向け、いざ突き進め！ 

勝利に沸く JTサンダーズの選手たち

選手たち 

1区を走った清谷選手 

11 月 12 日(日)に世羅町で開催された「第 56 回中国実業団対抗駅伝競走大会」

に中国電力陸上競技部が出場した。 この大会は元日に群馬県で開催される「第 62

回全日本実業団対抗駅伝競走大会」（通称：ニューイヤー駅伝）の予選を兼ねてお

り、上位 3チームに与えられる出場権を懸けて熱戦が繰り広げられた。  

中国電力陸上競技部は前２大会でマツダに優勝の座を受け渡しているだけに、

何としても優勝してニューイヤー駅伝にという強い気持ちで大会に臨んだが、惜

敗してしまい 3年連続 2位という結果になった。  

展開は 1区の副主将・清谷匠選手が後続を 30秒以上引き離す走りを見せて良い

流れを作ったが、2区以降は少しの差で、マツダ勢が優位なレース展開になり、そ

のまま差を詰めることができなかった。  

ニューイヤー駅伝本戦まで残り１か月。ここからが本当の闘いになる。監督とし

て初めて、ニューイヤー駅伝に臨む油谷監督の手腕と、それに応える選手の走りに

期待したい。 

ニューイヤー駅伝 出場権獲得！ 
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10月 20日（金）～23日（月）の 4日間、群馬県前橋市の前橋総合運動公園テニスコートで「第 72回天皇賜杯・

皇后賜杯全日本ソフトテニス選手権大会」が開催された。 

 天候は決して良くなかったが、水澤悠太・村上雄人ペアのコンディションは万全。初日、2日目と全く危なげない

試合運びで勝ちあがり、最終日の準々決勝、準決勝も難なく突破して決勝戦へと駒を進める。一方の長江光一・丸

中大明ペアも、2 日目までは難なく突破。しかし最終日は、強敵との対戦が続く。準々決勝でナショナルチームの

一員である増田選手・九島選手ペアと対決し、最終ゲームまでもつれ込む接戦を制した。さらに準決勝では、日本

のトップペアの一角である篠原選手・小林選手ペアと対戦。激戦の末に同ペアを下して決勝戦へのチケットを手に

します。  

そうして迎えた同門対決。1ゲーム目を長江・丸中ペアが取ると、2ゲーム目は水澤・村上ペアが取るという具合

に、一進一退の攻防が続く。そして 4-4で迎えた最終ゲーム、長江選手・丸中選手ペアがポイントカウント 4-2と

後一歩のところまでたどり着くが、水澤・村上ペアが怒涛の追い上げで一気に逆転して優勝。水澤選手は 3年ぶり

2度目、村上選手は初の賜杯獲得、長江選手は昨年に続き準優勝、丸中選手は初の準優勝となった。  

3 年ぶりに日本一の証しである賜杯を獲得した NTT 西日本ソフトテニス部。同門対決を制した水澤・村上ペアを

はじめ、準優勝の長江選手・丸中選手ペアらが繰り広げた熱戦は、台風が猛威を振るう中、観戦した多くのファン

を魅了した。 

 愛媛国体、天皇賜杯でそれぞれ優勝を果たすなど、勢いに乗った NTT西日本ソフトテニス部が次にめざすのは、12

月に開催される日本リーグ。史上初の 8連覇という自分たちが打ち立てた偉業を自らで塗り替えることをめざし、

さらなる修練に励む NTT西日本ソフトテニス部の活躍に期待したい！ 

決勝は同門対決！悲願のリーグ 8 連覇へ突き進むのみ！ 

バドミントンの楽しさを！Do スポーツ開催！ 

広島ガスバドミントン部は 9 月に五日市東小学校と石内小学校、10 月に

は元宇品小学校で講習会を行った。 

 実際に選手の打つショットに児童は「すごーい！」「はやーい！」など歓声

があがりとても良い反応をしていた。遊びでバドミントンをやったことがあ

る児童も多く、バドミントンの基本的なグリップの持ち方や振り方を指導す

ると、はじめはうまく当たらなかった児童も、すぐに遠くまでシャトルを打

ち返すことができるようになった。選手と楽しそうにラリーしている姿も印

象的で、またバドミントンをやりたいという声もたくさん聞くことができ

た。短い時間だったが、選手は児童たちと充実した時間を過ごすことができ

た。  

今後も、講習会を通じて、地域のスポーツ復興およびバドミントン競技の復

興を図っていきたい。  

 

 

講習会の様子 

選手と触れ合う子どもたち 

9月 18日（月）に、セントラルリーグを見事 2連覇した広島東洋カープが日本一を目指し、【2017 マツダ ク

ライマックスシリーズ ファイナルステージ】が途中雨天中止で延期になりながらも行われた。対戦相手は横浜

ＤｅＮＡベイスターズ。カープがセントラルリーグ優勝の勢いのままに、日本シリーズに駒を進めると思われた

が惜しくも 2勝 4敗となり、日本一の夢は来年へと持ち越されてしまった。 
また、2017年プロ野球ドラフト会議が 10月 26日（木）に行われた。カ

ープはドラフト 1 位で中日ドラゴンズとの競合の末、広陵高校の中村奨成

選手を引き当て、交渉権を獲得した。中村選手は広島の出身とのことで、

広島の街も盛り上がっている。甲子園のスターが来年広島の街を大いに盛

り上げてくれるのを期待している。 

そして、11 月に入り 2017 年度 日南秋季キャンプが始まった。若手選

手がひしめき合う広島東洋カープ、お互いが切磋琢磨し合い、来年こそこ

の借りを返し、日本一へと輝いてくれるだろう。 

最終戦を終え、観客に挨拶する選手たち 

日本一奪回を誓う！未来の赤ヘルスター入団！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

編集協力 広島経済大学 興動館 

スポーツによる地域活性化プロジェクト 

各チームの１推し選手を紹介します。 

↓担当者からのコメント 

生年月日 1999 年 07 月 28 日 

身 長  185cm 

血液型  O 型 

出身地  鹿児島県 

 

サンフレッチェ広島 

大迫 敬介選手 

☆選手紹介コーナー☆ 

4 

年代別の日本代表で正ゴールキー

パーとして活躍しており、将来の

サンフレッチェの守護神候補。 

 

 

 

J1 優勝の立役者 ミキッチ退団へ！残留で有終の美を！ 

湧永製薬は 8 月 26 日（土）から始まったハンドボー

ル日本リーグを戦い、13 試合中 7 勝 5 敗 1 分の 4 位と

健闘している。  

9 月 16 日（土）の地元開幕戦で琉球コラソンに快勝す

ると、愛知、岐阜、佐賀と転戦し接戦を物にしながら 2

勝 1敗。地元に帰ってきた 10月 14日（土）のトヨタ車

体戦には敗れてしまうが、遠征 5 連戦を戦い 3 勝 2 敗

と負けを引きずらない。11月 18日（土）の今季初の湧

永満之記念体育館での豊田合成戦では前半の劣勢から

見事な追い上げで引き分けに持ち込んだ。  

2 年連続優勝の大崎電気には 2 連敗と苦戦している

が、一方で昨年の選手権大会で辛酸を舐めさせられた大

同特殊鋼には 2連勝するなど、昨年の経験を今年に生か

した戦いができている。今年こそ栄冠を手にするため、

さらなる活躍に期待したい。 

7 勝 5 敗 1 分の 4 位！ 

サンフレッチェ広島は 11月 18日（土）に行われた第 32節ヴィッセル神戸戦に 2-1で勝利し、勝ち点 

30で 15位に浮上。Ｊ2降格圏から脱出した。前半 17分に MF稲垣祥選手が DF高橋壮也選手の左クロスを頭で押し

込んで先制。1-1とされた後半 32分、途中出場の FWパトリック選手が勝ち越しゴールを決めた。次節ホーム最終

戦となる 26日 FC東京戦に勝利し、16位甲府が引き分け以下ならＪ1残留が決まる。今こそクラブ、サポーターが

心を一つにして戦いホーム最終戦で J1残留を決めたい。 

 その残留へ向け、勝たねばならない理由がもう一つ増えた。2009年にサンフレッチェ広島に加入して以来、長年

チームに貢献してきた MFミキッチ選手との契約満了に伴い、11月 13日（月）に今季限りで退団することが決まっ

た。  

ミキッチ選手はクロアチア出身の 37歳。ドイツ・ブンデスリーガ 1.FCカイザースラウテルン、クロアチアのデ

ィナモ・ザグレブなどプレーを経て、2009年に加入。3度の J1優勝に貢献した。9年間という在籍期間は、所属し

た歴代の外国籍選手のなかで最も長い。これまでＪ1通算 221試合に出場し、8得点をマーク。今季は 14試合に出

場し、1得点を挙げている。しかし、7月に右太もも裏の負傷もあり、その後は出場機会が少なくなっていた。  

ミキッチ選手はクラブを通じてコメントし、「まだ現役としてプレーできる自信があり、戦力として必要として

くれるチームがある限り、そのチームのために全力で走り続けたい」と他のクラブでの現役続行を希望している。 

だが、朗報も続々と入ってきている。AFC U－19選手権 2018予選の日本代表に、サンフレッチェ広島から GK大

迫敬介選手、サンフレッチェ広島 F.Cユースから MF川井歩選手、MF川村拓夢選手が選出された。MF川井選手は日

本代表では DFとして、GK大迫選手と共に 2試合に出場。グループリーグ 3試合で 1失点と堅守に貢献した。また、

MF川村選手は第 2戦のシンガポール戦で途中出場ながらゴールを決め、チームの勝利に貢献した。また、23日（木）

には川井選手、川村選手のトップチーム昇格を発表した。川村選手は精度の高い左足から繰り出す長短のパスで攻

撃の起点となる大型ボランチ。DFも務められるなど柔軟性も備わっている。川井選手は右足の正確なキックが武器

のサイドアタッカー。一人で状況を打開できるドリブルも魅力だ。 両選手とも、サンフレッチェ広島ジュニアユ

ースからの育成選手であり、今後の活躍に期待したい。 

退団するミキッチ選手 

川村拓夢選手 川井歩選手 


